
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●取材に応じた高等部生と実習先 

高等部２年１組 佐々木 琳さん 実習先：逢いねット（生活介護事業・就労継続支援 B型事業 他） 

 高等部２年１組 牛口 颯都さん 実習先：中野つくし苑（生活介護事業・就労継続支援 B型事業） 

 

Ｑ１ 実習の目的は何だったのでしょうか？ 

佐々木さん：卒業後は、社会に出ていろいろな人と関わり

たいと思っています。実習では、働くことも

ですが、知らない人とも関わる力を付けたい

と思いました。 

牛 口さん：卒業後、どういった職場があるか、どんな職  

場が自分に合っているかを知るために、実際  

に見て、働く体験もしてみたいと思いました。 

 

Ｑ２ 実習前に校内実習がありましたが、校内実習の成果を     

生かすことはできましたか？ 

佐々木さん：はい、報告について生かすことができました。以前は単語で報告することが多かったの

ですが、校内実習で練習したので、文章で報告することができました。 

牛 口さん：校内実習の１週間、エコ・グリーン班と縫製・紙工班のみんなで取り組んだ「挨拶」が

できるようになりました。お礼もしっかりと言うことができました。  

 

Ｑ３ 実習で大変だったことや、学んだことはどんなことですか？ 

 佐々木さん：袋にシールを貼る仕事をしたのですが、販売する商品なので曲がらないように丁寧に貼

るのが難しく、神経を使いました。 

 牛 口さん：主に、盆灯籠を組み立てる仕事をしました。１時間以上続けて作業をするので、休憩時

間はしっかりと休むことが必要だと分かりました。しっかり休むと次の作業にも集中で

きました。 

 

Ｑ４ 課題と今後の目標は？ 

 佐々木さん：自分からもっと積極的に挨拶をしたいと思います。今までは相手に挨拶をされてから返

していたのですが、自分から先に言えるようにしたいと思っています。 

 牛 口さん：もっと作業効率を上げる工夫をしたいです。自分はまだ、進路先の希望が決まっていな

いので、積極的に実習をして自分に合った職場を探したいです。 

 

Ｑ５ 最後に、後輩にアドバイスはありますか？ 

 佐々木さん：報告をするときは普段から、詳しく文章で言えるように練習しておくといいと思います。 

 牛 口さん：挨拶をしっかりすることです。された方も嬉しいし、挨拶した方も相手の笑顔を見て嬉

しい気持ちになるからです。普段から挨拶することが大事だと思います。 

 

実際に外に出て体験することでたくさんの学びがありました。学校での普段の学習と、現場実習のつ

ながりがよく分かる話を聞くことができました。 
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現在、高等部では前期現場実習（６月１８～２９日）

が行われています。今回はすでに実習を終えた高等部

生２名から話を聞きました。 
 



 

              このコーナーでは、昨年度末に実施した「進路アンケート」において、 

中学部生保護者の皆様から寄せられた質問に、Ｑ＆Ａ形式でお答えします。 

 

 

 

高等部卒業後の進路として、「福祉サービスの施設入所」を利用するケースがあります。でも行きたい施

設は満床で待機待ち、という事が多いのが現状です。 

以前は、定員がいっぱいの場合は申請待機し、福祉事務所等の機関から決められた施設に入所していま

した（措置）。そのため、希望しない遠方の施設になってしまうというケースが見られました。しかし現在

は、待機という状況はありますが、契約をすることでそこの施設への入所が希望できます。                

【契約するためにどうするのか？】 

①高等部の現場実習で希望する施設の見学や体験をする。 

 ※本人～自分にあっている施設か見極めます（活動内容や施設の雰囲気など）。 

 ※施設～受け入れが可能か見極め、評価票で判断します（実習等の様子など）。 

②①の実習を受けて、将来的に利用したい、受け入れを検討したいケースは実習を繰り返し行います。 

 ※本人～過ごしやすい環境ができるように、要望等を伝えます。 

※施設～卒業まで身に付けてほしいことを伝え、受け入れ態勢を整えます。 

 ③①の実習を受け、別の施設がいい場合には、次の実習先を探すことになります。 

 実習期間も限られますので、本当に希望する事業所なのか見極めるためにも、早い時期からの実習が必

要になります。卒業後もショートスティで入所待ちをするケース、他施設を利用しながら待つケースなど

様々です。利用する側、受け入れる側どちらも、検討するための情報を早く得るために、実習を行う必要

性があるのです。 

「高等部卒業後の進路①」 
入所施設の選択や決定まではどんなステップですすむのですか？ 

中学部段階では、高等部でのスムーズな進路選択のために、自分の得意不得
意はなにか、どんな仕事、施設があるのかを知っておくことが重要です。 

 

 

Ｑ：卒業生はどんな所で、どんな生活を送っていますか？    →Ｐ２～３ 

Ｑ：高等部では、進路決定に向けどんな学習をしていますか？  →Ｐ４ 

Ｑ：今中学部に在学しています。卒業生で高等学校に進学した生徒 

  の例を教えてほしい。                  →Ｐ２５ 

学校卒業後の生活を考えるきっかけになる情報がのっています。 

ぜひ、手にとって、中をご覧ください。 

進路のてびきはごらんになりましたか？ 

「玄関前 掲示板～進路指導コーナー」 も充実しています。 
「・事業所紹介 ・進路学習のようす ・質問コーナー」を用意して
おります。１～２ヶ月のペースで新しい情報をお届けしますので、ぜ
ひご覧ください！ 

  
学級単位、学年単位で保護者の事業所見学を実施しています。学校で連絡調整をして計画を立てますので、

希望がありましたら担任にご相談下さい。 
【昨年度 実施実績】小５－１：あきた病院  中２－１：スクールファーム河辺、アキタネット 
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